
朧
竹
（
お
ぼ
ろ
竹
）
施
工
注
意
点

①
朧
竹
の
く
ぼ
み
部
分
が
真
下
に
な
る
よ
う
に
組
子
を
入
れ
込
ん
で
下
さ
い
。

②
銅
線
で
組
子
（
朧
竹
）
と
立
子
を
結
束
す
る
際
は
、

3
.
2
ｍ
ｍ
程
度
の
キ
リ
で
穴
を
開
け
て
下
さ
い
。

立
子

※
1
ケ
所
の
結
束
に
2
本

の
銅
線
を
使
用
し
ま
す
。

上
段
胴
縁

下
段
胴
縁

立
子

断
面
図

上
段
胴
縁
は

下
部
に
ウ
レ
タ
ン
テ
ー
プ

下
段
胴
縁
は

上
部
に
ウ
レ
タ
ン
テ
ー
プ

中
段
胴
縁
は

上
・
下
に
ウ
レ
タ
ン
テ
ー
プ



株
式
会
社
エ
ク
ス
タ
イ
ル

施
工
に
関
す
る
お
問
合
せ
は

TEL ０
７
７
６
－
３
８
－
２
５
３
３

施
工
説
明
書

御
簾
垣
　
銅
線
の
し
ば
り
方

銅
線
の
し
ば
り
方
が
ゆ
る
い
と
、
施
工
後
に
組
子
が
下
が
る

1
ヶ
所
の
結
束
に
、
2
本
の
銅
線
を
使
用
し
ま
す
。

×

組
子

銅
線

立
子

立
子

断
面
図

○

原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
き
つ
く
し
ば
り
ま
す
。

立
子

立
子

1
本
目
銅
線

2
本
目
銅
線

13

正
面
図

正
面
図

組
子

組
子

左
上

左
下

右
上

右
下

●

●
○

立
子

立
子

○

表
裏
の
立
子
で
組
子
を
挟
み
こ
む
よ
う
に

銅
線
2
本
を
斜
め
掛
け
に
し
ま
す
。

2
本
目
の
銅
線
は
、
左
上
○
と
右
下
○
か
ら
出
し
ま
す
。

1
本
目
の
銅
線
は
、
左
下
●
と
右
上
●
か
ら
出
し
ま
す
。

※
組
子
が
朧
竹
（
お
ぼ
ろ
竹
）
の
場
合
は
、
3
.
2
ｍ
ｍ
程
の
キ
リ
で

組
子
に
穴
を
開
け
て
か
ら
、
銅
線
を
通
し
て
下
さ
い
。

最
後
に
ペ
ン
チ
等
で
引
き
な
が
ら
き
つ
く
結
束
し
ま
す
。

最
初
は
手
で
軽
く
結
束
し
、

※
強
す
ぎ
ま
す
と
、
銅
線
が
切
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
注
意
下
さ
い
。

2

立
子

立
子

断
面
図

組
子

銅
線

銅
線
の
長
い
部
分
は
、
ペ
ン
チ
等
で
カ
ッ
ト
し
ま
す
。

※
銅
線
の
切
り
口
は
、
危
険
の
な
い
よ
う
に
折
り
曲
げ
て
下
さ
い
。

※
銅
線
の
結
束
す
る
位
置
は
、
後
で
棕
櫚
縄
を
結
ぶ
位
置

に
も
な
り
ま
す
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
し
ば
っ
て
下
さ
い
。


